






























































































律(124) （平成13. 11. 28官報号外第252号）
（規 則）






O 無線従事者国 家試 験の一部を 免除する学校等を認定し
た件等の一部を変更する件 （総務675) （平成13.11. 2 
官報第3234号）
0高等学校に文部科学大臣が定める年数以上在学した者







富山大学理学部物理学科及び化学科の専門科 目 の カリキュラムを見直し， 教育の内容の充実を図るため， 所要
富山大学理学部規則（昭和52年5月16日制定）の一部を次のように改正する。
平成13年11月30日



















































































物理実験学 B 2 
物理学実験I 2 
物理学実験II（物性A) 2 





















必修 選択 必修 選択
微分積分学I 2 基礎物理化学I 2 
微分積分学E 2 基礎物理化学E 2 
線形代数学 2 無機化学 2 
応用数学基礎 2 化学平衡学 2 
計算機演習 2 化学反応学 2 
物理学序説I 2 構造化学 2 
物理学序説E 2 量子化学 2 
物理学概論I 2 化学熱力学 2 
物理学概論E 2 触媒化学 2 
生物学序説I 2 分子分光学 2 
生物学序説E 2 分子物性学 2 
生物学概論I 2 遷移金属化学 2 
生物学概論E 2 構造溶液化学 2 
地球科学序説I 2 材料科学 2 
地球科学序説E 2 化学工学 2 
地球科学概論I 2 物理化学特論I 1 
地球科学概論E 2 物理化学特論E 1 
生物園環境科学概論I 2 無機化学特論 2 
生物圏環境科学級論E 2 分析化学特論 2 
放射線基礎学 2 物理化学実験 3 
基礎物理学実験 1 無機分析化学実験 3 
基礎生物学実験 1 プログラミング実習 1 
基礎地球科学実験 1 基礎有機化学 2 
基礎生物圏環境科学実験 1 有機化学I 2 
基礎化学実験 1 有機化学E 2 
総合演習 2 有機化学E 2 
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別表II （第4条関係）
卒業に必要な修得単位数
区 分 数 学 科 物理学科 化 学 科 生物学科 地球科学科 生物園環境科学科
必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択
教養原論
教 （人文科学 ・養 社会科学系） 12又は14 12又は14 12又は14 12又は14 12又は14 12又は14
科
目 総合科目 6又は4 6又は4 6又は4 6又は4 6又は4 6又は4
計 18 18 18 18 18 18 
外国語科目
（英語を含 8 8 8 8 8 8 
共
む2カ国語）
通 保健体育科目基 2 2 2 2 2 2 礎
科 情報処理科目目 又は言語表現 2 2 2 2 2 2 
科目
計 12 12 12 12 12 12 
専 専門基礎科目 12 8 10 10 19 20 20 20 
門
科 専攻科 目 42 22 50 14 55 9 34 30 31 33 50 14 
目
小 計 54 30 60 24 56 28 34 50 31 53 50 34 
自由（選択）科目 10 10 10 10 10 10 
i口』 計 124 124 124 124 124 124 
1 教養原論は、 人文科学系及び社会科学系から各4単位以上選択し、 12単位又は14単位を修得すること．
2 外国語は2カ国語（英語を含む． ）を各4単位、 計8単位以上を修得すること．
3 外国人留学生に対し、 日本事情及び日本語に関する科目を開講しているが、 修得方法は別に定める．
4 専攻科目の選択は、 他学科の専攻科目（一部の科目を除く。）のうちからも選択することができる．
5 専門基礎科目の学外体験実習の修得単位は、 自由（選択）科目として認定する。
1 この規則は， 平成14年4月 1 日から施行する。
2 平成13年度以前の入学者については なお従前の例による。
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(1） 平成16年度入学者選抜に係る実施教科・科 目 につい
て
(2） 入試過誤再 発防止について
(3） 平成14年度特別選抜実施要項 （案） について
(4） 平成14年度大学入試センター試 験志願者の分担 （案）
について
(5） 平成14年度大学入試センター試 験富山大学試 験場の
試 験室， 志願者及び監督者割 当（案） について
就職委員会（11月19日）
（審議事項）


































富山大学長 瀧 津 弘
本年 6月に， 小津前学長から富山大学新 生への千載一遇の機会として， 県内3国立 大学の再編統合の方針が
提示されました。 これを受 けて評 議会は 「再編統合検討委員会」を設置し， 平成15年度概算要求に向けて検討
を進めることを決定しました。
これは3大学を寄せ集めるだけではなく， 再編統合によって新しい分野の開拓をはじめ， 研究教育の面で現






0 平成13年9月4日（火） 開催の富山大学の在り方に関する検討特別委員会・国立 大学の設置形態に関する
検討特別委員会合同委員会は 『 再編・統合に対する富山大学の基本的考え方』を策定した。
基本的考え方は， 1） 現在までの経過， 2） 本学の再編・統合問題に対する基本姿勢， 3） 今後の対応か
ら構成されている。
0 平成13年9月7日（金） 開催の第16回評 議会は， 『 富山県内国立 大学3機関の再編統合推進に関する合意書
（案） 』及び『 同覚書（案） 』を承認した。
合意書（案） は， 次の4項 目 からなっている。
1 ) 3機関を再編統合し， 平成15年4月を 目 途に新しい大学の創設を 目 指すこと， 2) 3機関の特色を生
かしつつ， 新しい特色を打出すこと 3） 新大学の名称は それにふさ わしい新しい名称とすること， 4)
3機関の現有する教育研究施設及びキャンパスを活用すること。
覚書（案） は， 次の6項 目 からなっている。
1 ） 新大学は， 地域社会や国際社会への貢献を最大の特色のーっとすること 2） 新大学の特色を打ち出
すため， 既存の学部組織にとら われない組織の編成を図ること， 3) 「トップ30」となり得る独立 研究科の
新設等新しい研究体制の整備を図ること， 4） 特徴ある教養・基礎教育の充実を図ること， 5）新 たな方法，
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枠 組みで組織の運営 を行うこと ， 6）新大学の創設に向け ， 適宜必要な委員 会を組織し ， 検討を開始するこ
ととし ， 委員 会には3機関が対等の立 場で参加すること。
また， 『 国立 大学再編・統合検討委員 会要項 』を制定し ， 学長 ， 副学長 ， 国立 大学の設置形態に関する特別
委員 会委員 ． 富山大学の在り方に関する検討特別委員 会委員 ， 事務局長及び学長が必要と認めた者を構成員
とする『 国立 大学再編・統合検討委員 会』（委員24名） を設置した。
0 平成13年9月l l日（火）開催の国立 大学再編・統合検討委員 会は 委員 6名 オブザーパー1 名を構成員
とする『国立 大学再編・統合検討委員 会ワーキンググループ』を設置し ， 『新大学のベーシックデザイン（案） 』
を策定することとした。
0 平成 13年10月 4 日（木）開催の国立 大学再編・統合検討委員 会ワーキンググループは ， 1 ） 本学の基本姿
勢， 2）新大学の特色， 3） 学部 ， 大学院 ， 大学教育センターなどの編成 ， 4 ）管理運営 ． 5 ）全 体に係る
検討事項 ． 6）全体に係る提案で構成された 『 新大学のベーシックデザイン（案）』 を取りまとめた。
0 平成13年10月5日 （金 ）開催の国立 大学再編・統合検討委員 会は ， 『 新大学のベーシックデザイン（案）』
の報告を受 けた。 同案を叩き台のー っとして ， 引き続き新大学構想、を検討することを確認した。
0 平成13年10月19日（金）開催の国立 大学再編・統合検討委員 会は 『 国立 大学再編・統合検討委員 会部 会申
合せ』を制定し ， 『 管理運営部 会』 ， 『 学部部 会』 ， 『 大学院部 会』 ， 『 教養教育部 会』及び『 センタ一部 会』を設置し
た。 また， 各部 会問の連絡調整を行うため ， 学長 ， 副学長 ， 部 会長 ， 事務局長で組織する 「部 会連絡会J を
設けた。 平成13年10月24日（水） には5部 会が同時開催され ， 各部 会は部 会長を互選した。
各部 会委員名簿（＠： 部 会長 . 0： 部 会長代理）
管理運営部 会 学部部 会 大学院部 会
副 学 長 風 巻 紀 彦 。副 学 長 塩 津 和 章 教 授 増 田 信 彦
O 教 授 立 川 健 治 教 授 山 口 幸 祐 教 授 平 井 美 朗
。学 部 長 塚 野 州 一 教 授 渡 遁 信 学 部 長 龍 山 智 祭
教 授 広 瀬 ｛言 教 授 芳 賀 健 一 。教 授 黒 田 重 靖
． 教 授 八 木 保 夫 O 学 部 長 阿 部 俊 夫 教 授 渡 辺 国 昭
事務局長 坂 田 達 夫 教 授 池 野 進
教養教育部 会 センタ一 部 会
学 部 長 矢 津 英 一 学 部 長 古 田 俊 吉
教 授 岡 村 信 孝 ＠教 授 渡 漫 義 之
。教 授 松 崎 一 平 教 授 山 淵 龍 夫
教 授 山 地 啓 司 教 授 女 川 博 義
教 授 金 森 寛 教 授 大 石 昂
教 授 丹 羽 昇
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ミ』司副司
異動区分 発令年月日 氏名 異動前の所属官職 異 動 内 容
採 用 13. 11. 1 瀧津 弘 学長（～17. 10. 31) 
昇 任 13. 11. 1 浅井 尚子 助教授 経済学部（経営法学科 民事法） 教 授 経済学部（経営法学科 民事法）
” 西野 精一 講師工学部（機械知能システム工学科設計生産工学） 助教綬工学部（機械知能システム工学科設計生産工学）
配 置 換 13.11. 1 石塚 久博 総務部研究協力課国際交流係主任 総務部研究協力課研究協力係主任
辞 職 13. 11. 1 小津 浩 学 長 辞 職
13. 11. 30 川 沸l 智美 事務補佐員（総務部総務課） 辞 職
併 任 13. 11. I 風巻 紀彦 教 授（理学部） 副学長・評 議員（～15. I 0. 31) 
” 塩津 和章 fl （工学部） ” fl 
fl 池野 進 fl fl 評議員（～14. 3. 31) 
fl 氏家 治 fl （理学部） 地球科学科長（理学部）（～14. I 0. 31) 
併任解除 13. 11. 1 川 崎 一朗 地球科学科長（理学部） 併任解除
fl 鈴木 孝志 副学長・評議員 ’1 
” 塩津 和章 評 議員 fl 
職務命令 13. 11. 1 鈴木 孝志 教 授（人文学部） 教養教育実施機構長を免ずる
fl 風巻 紀彦 ” （理学部） 教養教育実施機構長を命ずる
臨時的任用 13. 11. 27 菅原 香 教 諭教育学部附属養護学校（～14. I. 7) 
職務命令 ＠富山県内国 立大学再編・統合富山大学準備事務室関係
13. 11. 5 松永 良成 経理部主計課課長補佐 室長（専任）
fl 牧野 秀謄 fl 経理課専門員 室長補佐（専任）兼主幹（学部部 会担当）
fl 杉本 周 平 総務部企画室室長補佐 主幹（管理運営部 会担当）
” 向 雅巳 ” 総務課専門員 fl （大学院部 会担当）
fl 高邑 欣市 学生部学生課専門員 fl （教養教育部 会担当）
fl 羽根 俊 総務部研究協力課専門員 fl （センタ一部 会担当）
fl 松本 修一 ” 人事課給与係長 主査（管理運営部 会担当） 一
t’ 高森 満 経理部主計課司計係長 fl （学部部 会及び大学院部 会担当）
fl 朝野 真 総務部総務課法規係長 II （学部部 会及び大学院部 会担当）
fl 寺林 忠男 学生部学生課教養教育係主任 fl （教養教育部 会担当）
fl 宮尾 幸一 総務部人事課専門職員 fl （センタ一部 会担当）
fl 岩城 稔 経理部主計課司計係主任 主任（学部部 会及び大学院部 会担当）
fl 浅畑美香子 総務部研究協力課事務補佐員 同室勤務
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平成13年11月1日付けで， 新学長に瀧津 弘本学名誉教授が， 新副学長に風巻紀彦理学部教授及び塩津和章工学部




























































































うことが予想されます。 その痛みを全大学人（教 員， 職











総会では， 留学生宿舎の確保について， 県内の各 高等
教育機関における留学生宿舎の取り組み状況等の説明が
各 機関 からあり， 協議の結果， 留学生が入居できる「公
的支援制度Jを活用した留学生宿舎の確保に向けて， 富
山県や関係市町村等と調整していくことになりました。
また， 引き続き， 今後の留学生の受 け入れや各種支援
の参考とするための留学生との座談会が聞かれ， 富山医











し， 熱心に メ モをとっていました。
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教育学部附属小学校ブラスパンド部がC B Cこども
音楽コンクール中部日本決勝大会で最優秀賞を受賞








































画を作ることで， 自分の メ ッセージを伝えて様々な人達
と対話できる。 映画は 自分の生きた証だと思っている。 J
と語り， 生徒達は熱心に聴き入っていました。
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附属図書館事務部長 東 高 明
経理部経理課長 加賀美 賓
人文学部・ 理学部事務長 新 田 昌 六
経済学部事務長 村 中 男
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社 会人）試 験が11月28日（水） に実施されました。
とのうち， 推薦入学試 験は人文学部を除く 4 学部で行
われ， 総計195人の募集に対し， 438人が受験し， 平均倍





て， 経済学部及び理学部で各 1人が， 社 会人試 験には，
全学部で58人（募集人員45人） が受験しました。
なお， 人文学部の推薦入学試 験は平成14年1月23日











引き続き， 全体 会が開催され， 各分科 会で出た問題点
等について話し合 われました。
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平成13年度学内レクリェーション探訪小旅行（渓谷美












今大会は，30 名の職員の参加があり， 5 チームの部局
対抗の団体戦形式で， 総当たり戦の11点・3セット方式
で行われました。 試合は 実力の差からあっけなく終 わ











で行われ， 魚種としては， カワハギ， ハゼ， コダイ， コ
ノシロ， サヨリなどが多く見られ， 中にはシマダイ， メ
ジナ， シャコも釣れました。 冷たい雨の中では， 外気温
よりも魚の方が温かいという状況で， 釣果も今ひとつで




女優 勝 小 越 信 行（学生部） l,350g 
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ーを準優勝 保 正 邦 久（学生部） I, 330g 














女優 勝 大 川 信 行（教育学部） 72.6 (NET) 
女準優勝 大 石 昂（生涯学習） 74.6 (NE T) 
女3 位 山 西 潤 ー（教育学部） 75.0 (NE T) 
第443号




り， 受験生及びそのご家族には， 多大なご迷惑をおかけしました。 また， 国立 大学の入学試験制度の信用を失墜
させることになり． その社会的責任の重大さを痛感しているところであります。




既に， 受験生とそのご家族には， 人文学部教員が出向いて， お詫びを申し上げ， 合否判定過誤とその後の対応
の誤りについて説明するとともに， 受験生が被った経済的負担 等について照会し， 国 としての対応を進めている
ところです。
経済的償いによって精神的負担 が軽減されるものではないことは重々承知しておりますが， 富山大学を挙げて
国立 大学として果たすべき使命を真撃に受 け止めるとともに お詫びの誠意を表す必要があると考えます。 人文
学部では． 受験生へのお詫びゃ就学支援のための基金を立 ち上げ， さらに今後も募金活動を行うこととしており，
国 の補償とは別に， 本学の対応として， 全教職 員の皆綴に募金の呼びかけを行うことと致しました。
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渡航の種類 所 属 職




工学 部 助 手
工学 部 助教授




工学 部 助 手
氏 名
雨 宮 洋 司
秋 葉 悦 子
山 西 潤 ー
馬 駿
中 茂 樹
堀 田 裕 弘
清 家 彰 敏
小 倉 利 丸
内 田 康 郎














ウ jレ グ ア イ
アメリカ合衆国
目 的 期 間
環日本海諸国の大学での教育学部学生のための集中 13. 11. 7 
講義・教育実習プログラムの作成とその実施のため 13. 11. 10 
国際会議“The Stem Cell Dillellllila-For the 13. 11. 9 
Good of All Human Begings？”に出席，報告 13. 11. 19 
ICCE(the International Conference on 13. 11. I I 
Computers in Education）に出席，研究発表 13. 11. 13 
中国の固有企業改革に関する研究 13. 11. 19 
調査 13. 11. 28 
一一一





国際シンポジウム 「日本と東アジ 13. 11. 7 
ア経済協力J に参加 L旦．ム！4
Asia Internet Rights Conference 13. 11. 7 
に 出席．報告 13. /1. 17 
13. 11. 19 
中国進 出企業への調査
13. 11. 26 
進歩的コミュニケ ション協会（APC) 13.11.23 
主催のコンファレンスに出席， 報告 13. 12. 3 
MRS 2001秋ミーティングに 出席， 13. 11. 24 
発表 13. 12. 5 
司副司』ミ』
《旧姓使用》
部 局｜ 氏 名 ｜ 使用する氏名
人文学部｜ 長 井 由 里 ｜ 溢 谷 由 里
人文学部｜ 緒 方 真 子｜ 藤 野 真 子
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26日 緊急対策委員会 済 学
28日 平成14年度富山大学人文学部帰国子女・社会






1 1月3日 9日 夜間教育実施大学学部長 ・第二部主事会議









市大学のまち交流センター） 28日 特別選抜， 第3年次編入学検査
13日 教育学部及び附属学校園共同研究プロジェ 学部教務委員会
クト 運営委員会 30日 学部自己点検評価委員会
13日～15日 附属養護学校（小・中学部）並びに附属幼
稚園入学（園）願書受付 学 部｜14日 研究科小委員会





























































客 員教綬， 創 英国 際特許法法律事務
所所長）
｜総合欄理センター｜






このことについて， 人事院規則14-21（株式所有等により営利企業の経営 に参加し得る地位にある職 員の報告
等） に基づき， 国 家公務 員が株式等を所有している場合で， 一定の要件（発行済株式総数の3分のlを超える株
式を有しており， かつ， 当該株式に係る会社が職員が在職する機関（富山大学） と密接な関係があること等） に
該当する場合， その職員には人事院への報告義務が課せられていますので， 該当の方は， 至急， 総務部人事課職
員係（内線6019） へお知らせください。
＼ -21ー
















年間支給月数 4. 75月分 → 4. 7月分 （ム0.05月分）
6月期 2. 05月分 （変更なし）
12月期 2/(5汚分 ’→： 2.1 河分 （L:I.0. 05月分）
3月期 0. 55月分 （変更なし）
2 期末特別手当 （指定職俸給表適用者が該当します。 ）
年間支給月数 3. 6月分 → 3.55月分 （ム0.05月分）
6月期 1. 45月分 （変更なし）
12月期 C:6:月分 → 1.55月分（L:l.O. 05月分）
3月期 0.55月分 （変更なし）
3 特例一時金





異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職
異 動 内 n廿－， 
誤 正
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